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概  要 
 
 
 

 

鉄筋コンクリート構造物中の鉄筋の腐食状態を把握するためには，はつり出した鉄筋と測定機器を接続し，測定箇

所にプローブを接触させて測定する方法や，構造物からコンクリートの一部を採取して中性化深さや塩化物量を測

定することで鉄筋の腐食環境を評価する方法がある．また，鉄筋の腐食状態を測定する場合，測定中にプローブを手

で保持し続ける必要性から計測に複数の人員が必要であり，苦渋作業も伴っていた．そこで，完全非破壊で測定でき

る原理を電気化学理論と解析によって裏付けた腐食測定機「Dr.CORR」を開発した．これまでに試験体および構造物

での実証を重ね，従来の計測と同等の評価が可能であることを確認した．また，プローブの軽量化と特殊ゲルの使用

によるハンズフリーでの測定を可能とし，効率的な計測作業を可能とした． 
 

 

成  果 
 
 
 

 

 コンクリート中の鉄筋の腐食状態を非破壊で簡便に測定する手法について検討を進め，腐食測定機「Dr.CORR」
（ドクターコロ）を開発した． 

 コンクリート中の鉄筋をはつり出すことなく鉄筋のインピーダンスが測定可能であり，測定に使用する3 つのプ

ローブは粘着性導電ゲルで固定できるため，測定中はハンズフリーとなる． 
 補修予定の鉄道高架橋にて，従来の3 電極法と同程度の精度を有することを確認した． 
 Dr.CORRにて中程度の腐食と判定された鉄筋は広範囲に腐食が存在し，判定された腐食レベルと整合していた． 

 
 
 
 

 

 

図－１ 腐食測定機本体およびプローブ 

 

 

写真－１ 測定実施状況例 

 

図－２ 測定・解析結果画面 

 

 

写真－２ 測定箇所の鉄筋状態 
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